
標準仕様書 

 

１ 件名及び予定数量 

  2018 年度広島逓信病院で使用する電気  ２，２１６，０００kWh 

 

２ 概要 

 (1)対象建物 

  広島逓信病院 

 (2)需要場所 

  広島市中区東白島町１９番１６号 

(3)業務及び用途 

 病院 

 

３ 電気方式等 

(1) 供給電気方式 

交流３相３線方式 

 (2)供給電圧(標準電圧) 

  ６，０００ボルト 

(3)計量電圧(標準電圧) 

  ６，０００ボルト 

(4)標準周波数 

  ６０ヘルツ 

(5)受電方式 

  １回線受電(常時・予備) 

(6)蓄熱式負荷設備 

 無 

 

４ 契約電力及び予定使用電力量 

 (1)契約電力 

  ア 常時電力 ８２０キロワット 

 イ 現在の契約種別 業務用電力 

(2)予定使用電力量(月別の予定使用量は、別紙のとおり) 

 ２，２１６，０００キロワット時 

 (3)供給期間 

  ２０１８年４月１日午前０時から２０１９年３月３１日午後１２時まで 

  だたし、期間満了の３か月前までに甲又は乙から書面による解約の通知をしな

いときは、契約期間満了の翌日から１年間なおその効力を有するものとする。

以後における期間満了のときもまた同様とする。ただし、２０２２年３月３１

日までとする。 

 



 (4)需給地点 

  広島逓信病院の敷地内に設置した中国電力㈱が所有の開閉器箱内に中国電力

が施設した断路器の負荷測接点 

  

(5)電気工作物の財産分界点 

  上記(４)に同じ。 

 (6)保安上の責任分界点 

  上記(４)に同じ。 

 (7)力率 

  供給期間における平均予定力率は１００パーセントとする。  

 

５ 計量等 

 (1)自動検針装置 

  有 

 (2)電力事業者の検針方法 

  遠隔自動指針 

(3)計量器の構成 

 ア メーカー  富士電機システムズ株式会社 

 イ 型  番  ＦＰ３ＥＬ－Ｋ１９Ｒ 

 ウ 仕  様  交流３相３線式 １１０Ｖ ５Ａ ６０ＨＺ 

 エ 計器定数  １，０００パルス／キロワット時 

 オ パルス定数 ２，０００パルス／キロワット時 

        ５０，０００パルス／キロワット時 

 

６ その他 

(1)特記すべき負荷設備の有無 

 フリッカ発生機器等電気の質に影響を与えるような負荷設備は有して  

いない。 

(2)非常用自家発電設備 

 ５００ＫＶＡ（本館）及び１５０ＫＶＡ（東館）の２台を有している。  

(3)詳細及び疑義 

総務課管理係会計担当(082－224-5351)まで申し出ること。 

 

  

 


